
水保全
花王は、水資源の持続可能な利用を経営の重要課題のひとつととらえ、「水保全」をテーマに全社的な取り組みを進めています。限りある水資
源を次世代に引き継ぐため、地球上のすべての生命と共生しながら、安全・安心で快適な暮らしを支える持続可能な価値の創造を目指します。

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

GRI 303-1

リスク​

● �水質汚染や水不足の 
深刻化による、原材料・ 
製品供給の不安定化や
供給コストの増加、品質
問題の発生

● �取水規制による製造拠点
の稼働率低下

● �水質悪化や水不足など
を背景とした、各拠点に 
おける労働衛生環境の 
悪化

● �地域住民やNGOによる
企業の水資源利用に 
対する訴訟と 
レピュテーションリスク

財務インパクト

● �節水効果のある製品の
売上高　2,066億円

戦略

全
体

① �水質の維持と安全な水への 
アクセス確保 

② 水量の効率的利用と循環管理

③ �国内外における法令遵守の 
徹底 

製
品

④ �水を効果的・効率的に使用 
できる製品・技術の開発と展開 

外
部
連
携

⑤ �ステークホルダーとの共有と 
協働

指標と目標　実績

指標 目標 実績（2025年）

生産における水使用量 ② － 20.1百万m3

拠点の水使用量（原単位） 
削減率（基準：2005年）②

45%
2030年 51%

渇水地域の製造拠点で個別に  
設定した水管理目標（取水関連）
を達成した拠点数比率 ②⑤

100％
2030年

－
（2025年KPI設定、
2026年から進捗計

測開始）

ライフサイクル水使用量 
（原単位）削減率 
（基準：2017年）②⑤

10％
2030年 18%

「みんなで節水」による小学校
児童への節水活動によるリーチ
校数 ②⑤

－ 459校

活動レベル※1が基準※2以上の
サプライヤー数 ⑤
※1 �CDPサプライチェーンプログラムを活

用した自社評価

※2 5段階評価で3段階以上

－ 85社

機会

● �節水をはじめとした水を
効率的・効果的に使う
製品の販売増加と 
ロイヤルティ向上

● �水質・水量・法規など
の水管理体制強化による 
製造拠点の安定的な 
操業

● �水資源の効率的な利用
や節水技術導入による
コスト維持・削減

環境・社会インパクト

● �節水効果のある製品に
よる水使用量削減 
貢献量　571百万m3

水質汚染懸念物質への対策 ①

インドネシアにおける雨水貯水シ
ステムの普及とQOLの向上 ①②

拠点における3R活動 ②⑤

水ストレス地域における拠点別水
管理目標の設定と開示 ②⑤

規制遵守 ③

新規節水商品の上市・改良 ④

新規エコインフラ製品の上市・ 
改良 ④

節水教育（みんなで節水）②⑤

「水循環企業登録・認証制度」へ
の参画と事例紹介⑤
花王みらい共生財団の2025年
インドネシアでの水保全活動 ⑤
企業広告シリーズ「もったいない
を、ほっとけない」の発信 ⑤
CDPサプライチェーンプログラム
を活用したサプライチェーンに
おける水保全活動の促進 ⑤
水を使えない状況に備えて

（洗髪・衛生支援）⑤

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

脱炭素

ごみゼロ

> 水保全

大気および
水質汚染防止

製品ライフサイクルと
環境負荷

環境会計

正道を歩む

リスク 戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績リスク

機会

戦略 財務インパクト指標と目標　実績
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リスク​
● ��水質汚染や水不足の深刻化による原材料・製品供給の不安定化や供給コストの増加、

品質問題の発生
● ��取水規制による製造拠点の稼働率低下
● ��水質悪化や水不足などを背景とした、各拠点における労働衛生環境の悪化
● ��地域住民やNGOによる企業の水資源利用に対する訴訟とレピュテーションリスク

機会
● �節水をはじめとした水を効率的・効果的に使う製品の販売増加とロイヤリティ向上
● ��水質・水量・法規などの水管理体制強化による製造拠点の安定的な操業
● ��水資源の効率的な利用や節水技術導入によるコスト維持・削減

戦略
「水保全」のリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効性があり、事業成長と社会課題

解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。水は地域の資源であり、水循環の状況と課題は
流域ごとに大きく異なります。水質や水量、関連する法規制などが流域ごとに異なるため、効果
的な水資源の管理、汚染対策、淡水生態系の保全など、地域の特性に応じた現場での取り組み
が求められています。これを踏まえて、花王は本テーマに関する社会課題を以下のように認識し
ています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、

新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえ
で重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおりで
す。

● �気候変動による渇水地域の拡大と水不足の深刻化
● ��水質汚染による生活用水の安全性の低下
● ��産業活動に伴う局所的な水の過剰消費と渇水の拡大
● ��都市開発の進行による水需要の急激な増加
● ��人口増減に伴う水インフラ（上下水道）の整備不足
● ��水質・水量の変化に伴う生物多様性への影響　

 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、以下の戦略を推進します。
花王は、水資源の持続可能な利用に向けて、自社事業活動における水使用量削減および水質

管理、バリューチェーン全体での水負荷低減、製品・技術を通じた社会全体への貢献の3つの
側面から包括的に取り組みを進めています。

生産、製品使用、地域社会の各段階において水の量と質に関わる負荷を低減し、将来世代ま
で安心して利用できる水資源の保全を目指します。その実現に向けて、工場における用水効率
の向上や再利用の高度化など自社拠点での取り組みを基盤としつつ、節水など水を効率的・効
果的に使用する製品設計や、流域ごとの課題に寄り添ったステークホルダーとの協働を組み合
わせて推進します。

まずは水ストレスの高い拠点での活動を優先し、花王独自の知見と基準を標準化することで、
各地域における信頼性の向上と実効性の促進を図るとともに、これらの取り組みを通じて得られ
た知見をバリューチェーンおよび社会全体へと展開し、次世代へ持続可能な水資源を引き継ぐ
ことを目指します。

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

脱炭素

ごみゼロ

> 水保全

大気および
水質汚染防止
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④ 水を効果的・効率的に使用できる製品・技術の開発と展開
花王独自の界面活性技術やバイオ技術を応用し、水を効果的かつ効率的に使用・管理する製

品および技術を、コンシューマー領域と化学品（産業用途）領域の双方で開発・展開します。
これらの取り組みは、生活者および産業顧客における水使用量削減や水質負荷低減に貢献す

るものです。
一方で、当社は自社の事業活動における水使用量削減、水質管理、流域における水資源保全

を優先課題として位置づけており、本取り組みはそれらを補完し、社会全体での水課題解決を
加速するものと位置づけています。
ACTION(1)：節水製品・節水技術の開発と上市により、生活者の負担軽減と顧客ロイヤルティ
向上を実現するとともに、新市場での成長機会を獲得します。
ACTION(2)：リサイクルの促進、水質負荷低減に資する化学品の提供を通じて、産業顧客の
水リスク低減と環境負荷削減に貢献します。
また、これらの技術開発で得られた知見は、自社拠点における水使用効率の向上や排水管理の
高度化にも活用し、事業活動全体での水管理レベルの向上につなげています。 

⑤ ステークホルダーとの共有と協働
ステークホルダーとの協働を通じてレジリエンス強化と行動変容を促進します。
ACTION(1)：自社・地域のレジリエンスの強化

平時のバリューチェーン全体のレジリエンスを強化していくとともに、災害時にも柔軟に対応
できる企業体制を整備する。また生活者の水ストレスを軽減する商品・情報・サポートの提供
を通じて、地域のレジリエンス強化に貢献します。
ACTION(2)：気づき・共有から行動変容へ

水保全の重要性を生活者やパートナーと共有するとともに、NGO、協会、コミュニティ、政府・
自治体などのステークホルダーと協働し、社会全体の行動変容を促します。

関連する取り組み: �P182  使用における取り組み、P183  産業への取り組み（⽔インフラ分野）

関連する取り組み: �P182  使用における取り組み、P183  産業への取り組み（⽔インフラ分野）、P184  花王みらい共生財団の2025年インドネシ

アでの水保全活動（インドネシアにおける雨水貯留システムの普及とQOL向上）、P186  社会全体での水循環への対応を
進める―「水循環企業登録・認証制度」への参画と事例紹介―

関連する取り組み: P184  インドネシアにおける雨水貯留システムの普及とQOL向上

関連する取り組み:�� P177  Our ESG Vision & Strategy > 水保全 > 指標と目標 > 水ストレス地域における拠点別水管理目標の設定と開示 

 P182  使用における取り組み、�P184  インドネシアにおける雨水貯留システムの普及とQOL向上

マイクロプラスチックビーズ
https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/ingredients-contained/plastic-microbeads-policy/

① 水質の維持と安全な水へのアクセス確保
事業展開地域・拠点地域の水質を維持するとともに、地域特性に合わせた取り組みを通じて

安全な水へのアクセスを持続的に確保します。
ACTION(1)：水質汚染懸念物質への対策

製品の使用・廃棄後までを見据え、環境への影響を最小化する製品設計を推進します。マイ
クロプラスチックビーズなど使用段階で環境中に排出され得る成分については、科学的知見や
社会的懸念を踏まえ、リスクを早期に特定し、代替素材への転換を進めることで、生活者の安
全・安心と環境保全の両立を図ります。

ACTION(2)：安全な水へのアクセスの拡大
雨水を活用し、雨季・乾季を問わず安全な水を確保できるコミュニティを拡大します。これに

より地域特性に応じた知見の蓄積と、製品製造・プロセス開発・製品開発など事業への応用探
索機会の獲得につなげます。

② 水量の効率的利用と循環管理
バリューチェーン全体で水資源の3R（リデュース、リユース、リサイクル）を推進し、ライフサ

イクル全体で持続可能な水利用を実現します。
ACTION：バリューチェーンにおける3Rを実施することで、堅実なBCP対策を実施するとともに、
取水コストの維持・削減やレピュテーションリスクを回避し、事業のレジリエンスを強化します。

③ 国内外における法令遵守の徹底
水に関連する国際法および国内法を遵守します。
ACTION：マイクロプラスチックなど水質汚染に関する規制への対応と対策を推進します。先
進的なグローバルレベルのハーモナイゼーションを取り入れることで、各市場での事業継続性
を確保するとともに、地域社会との信頼関係を構築し、花王製品の社会的信頼を高めます。 
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財務インパクト
● ��水の効率的な使用・管理技術を有する企業としての事業の高需要・高収益化
● ��水保全に対する生活者の関心の高まりによる環境配慮型製品の売上増加
● ��革新的な水資源使用の効率化や製品開発技術を通じた規制への適合による訴訟や過

料の回避
● ��水の再利用や節水技術の活用を通じた生産コストの削減

環境・社会インパクト
● �拠点のある水流域の淡水や生態系の保全
● �水資源の効率的な利用による、地域社会の水不足問題の緩和
● �水質保全による、住民の健康リスクの減少および生活環境の改善
● �節水製品使用による上下水道料金の生活者負担軽減

戦略のレジリエンス
水質保全や環境規制への厳格な対応、さらにはサプライヤーの水使用および管理能力の向上

を推進することで、持続可能な水資源管理のための管理体制と、それを支える技術開発を強化
しています。また、ESGに基づいた透明性の高い企業活動を展開するとともに、界面活性技術や
バイオ技術といった花王の開発した基幹技術を水保全に活用することで、水使用や管理の効率
化を図り、技術資産を活用した持続可能な経営を実現しています。さらに、生活者やNGOとの
信頼関係を築き、訴訟リスクを最小限に抑える取り組みを進めています。これにより、規制強化
や市場変化に柔軟に対応し、事業のレジリエンスを高めるとともに、リスクが顕在化した場合で
も迅速に回復し、持続可能な事業運営が可能な体制を構築しています。

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、財務面および環境・社会面で、次のようなインパクトを創出できると考え

ています。

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

② 拠点の水使用量（原単位） 
削減率（基準年：2005年）※1

39% 
削減※1

46% 
削減※1

46% 
削減※1

49% 
削減※1

 51% 
削減

45%
削減 2030

②⑤ ライフサイクル水使用量（原単
位）削減率（基準年：2017年）

5%※2

増加
4%※2

削減
6%※2

削減
13%※2

削減
18%
削減

10%
削減 2030

②⑤⑥
渇水地域の製造拠点で個別に
設定した水管理目標（取水関
連）を達成した拠点数比率

（2025年KPI設定、
2026年から進捗計測開始） ー 100% 2030

※1 �実績値を修正。（以下の“水使用量（取水量）の推移（全拠点）”における注釈を参照）
※2 実績値を修正。（次ページの“製品ライフサイクル全体の水使用量の推移”における注釈を参照）

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗

状況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その
達成状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進してい
ます。

2025年版レポートにおける算定範囲・方法の見直しは以下のとおりです。
（i）当社グループの連結子会社である伊野紙株式会社の水使用量実績を2025年より算定範

囲に組み入れ、基準年である2005年まで遡及して過年度データを修正しています。（ii）ライフ
サイクル水使用量算定精度向上のため、 2025年より一部事業において製品群単位からSKU単
位への算定方法に変更しています。2024年実績はSKU単位で再算定を行い旧手法との差分を
算出しています。2017年から2023年までの過年度データについては、当該差分を基に遡及修
正しています。

※ �集計対象は、2005年は花王グループの全生産拠点および
日本国内の非生産拠点です。2016年以降は、非生産拠点
を含みます。（Oribe Hair Care、LLC、Washing Systems
を除く）

※ 保証対象は水使用量（取水量）
※1 �算定範囲の見直しにより、花王グループに属する伊野紙

株式会社の水使用量実績（約4百万m3／年）を2025年よ
り算定範囲に組み入れ、基準年である2005年まで遡及し
て過年度データを修正しています。本修正により、各年度
の従来開示値と比較して水使用量で約20%の差異が生じ
ていますが、原単位（売上高）削減率への影響は1-2%程
度であり、全体傾向に大きな変更はありません。

水使用量（取水量）の推移（全拠点）

(百万m3) （%）

2005 2021 2022 2023 2024 2025 (年)0

10

20

30

40

-60

-40

-20

0

23.9※1
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製品ライフサイクル全体における水使用量（花王グループ）は、すすぎ1回を可能にした衣料用
洗剤など、使用段階での水使用量削減に資する製品の売上構成比の拡大に加え、アジア地域にお
ける衣料用洗剤の販売構成の見直しの影響を受けて変化しています。また、原材料価格の上昇に
対応した価格改定により売上高が増加し、原単位の改善に寄与しました。これらの複合的な要因
により、原単位（売上高）は2017年比で18ポイント削減となりました。

今後は、販売構成の変動による影響も踏まえつつ、水使用量削減に資する製品の拡充を通じて、
実質的な環境負荷低減と収益性の向上の両立を一層推進していきます。

※ �主に日本国内および海外で販売した製品単位数量あたりの製品ライフサイクル（ただし、自社グループの生産工程、物流
工程を除く）を通じた水使用量に当該製品の年間の売上数量を乗じて算出した値に、自社グループの生産工程、物流工
程を通じた水使用量の実績値を合算したものです。ただし、産業界向け製品は、調達に関する水使用量は含みますが、使
用および廃棄に関する水使用量は含んでいません。

※ 保証対象は水使用量および原単位（売上高）削減率
※1 �算定精度向上のため2025年より一部事業において製品群単位からSKU単位への算定方法を変更しています。2024年

実績はSKU単位で再算定を行い旧手法との差分を算出しています。2017年から2023年までの過年度データについて
は、当該差分をもとに遡及修正しています。

※2 �算定範囲の見直しにより、花王グループに属する伊野紙株式会社の水使用量実績（約4百万m3／年）を2025年より算
定範囲に組み入れ、基準年である2017年まで遡及して過年度データを修正しています。本修正による原単位（売上高）
削減率（2017年度比）への影響は1%未満であり、全体傾向に大きな変更はありません。

製品ライフサイクル全体の水使用量の推移 （花王グループ）
■	製品ライフサイクル全体の水使用量　
●	 原単位（売上高）削減率（2017年比）
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水ストレス地域における拠点別水管理目標の設定と開示
2025年版レポートでは、水ストレス地域に所在する生産拠点を対象に拠点別目標を設定す

る方針と、2030年に水管理目標達成率100％を目指す新KPIを開示しました。今年は、2025
年に実施したリスク評価および検討プロセスの結果を踏まえ、対象拠点および具体的な取り組
み内容について新たに開示します。

① 全社KPIと拠点別水管理の考え方
花王グループは、全社KPI「水使用量（取水量）45％削減（基準年2005年、売上高原単位）」

を掲げています。また、全生産拠点において単年度ごとの目標を設定し、継続的かつ計画的に
取水量の管理・削減を推進しています。これらの取り組みを基盤とし、水ストレス地域に所在す
る生産拠点については、水が地域固有の資源であり、その利用可能性や課題が流域ごとに大き
く異なることを踏まえて、各拠点の状況も考慮しながら、より重点的な管理が求められる対象と
して、水管理目標の設定を進めています。

② 水ストレス地域の製造拠点の特定（14拠点）
2024年に以下の方法で水リスク評価を実施し、合計14の生産拠点を水ストレスが高い重点

生産拠点として特定しました。
● WRI Aqueduct 4.0のBaseline Water Stress指標による分析（High以上）
● 2021–2022年に実施した CBWT（Context-Based Water Targets）による流域調査結果
● 気候変動影響や政策・レギュレーション動向の補足評価

当社は、水リスク評価において、WRI Aqueduct 4.0による全生産拠点スクリーニングを基盤
としつつ、一部の生産拠点については流域特性の理解を深めるため、CBWTを活用した詳細評
価を実施しています。

これにより、定量評価に加え、地域ごとの水需給バランスやリスク要因を多面的に把握し、評
価の精度向上を図っています。

これらの評価結果を踏まえ、12拠点に加え、CBWTによる補完評価を実施した2拠点を含む
計14拠点を、優先的に水管理を強化すべき拠点として位置づけました。

これら14拠点については、2026年版で初めて名称と所在地を開示します。
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拠点番号 拠点名 目標

14 Quimi-Kao.S.A de C.V

リサイクル水（中水）の利用率
を80%にする 

（メキシコハリスコ州政府と近
隣5社による中水パイプライン
敷設プロジェクトの推進）

9 10 Kao Corporation S.A. 
(Mollet、Olesa)

国際認証であるAWS認証の 
取得

流域管理を視野にいれた目標設定（２拠点)

中水パイプライン敷設プロジェクトへの参加(Collective action)
花王グループの海外関係会社であるQuimi-Kao S.A. de C.V. （以下、Quimi Kao）が立地

しているメキシコのグアダラハラでは、多くの企業が地下水を使用していますが、地下水量は
年々減少しており、深刻な問題となっています。

そこで、グアダラハラのあるハリスコ州政府とQuimi Kao、そして近隣企業5社による中水パ
イプライン敷設プロジェクトを設立し、メキシコ初となる排水の再利用を行っています。Quimi 
Kaoを含めた近隣企業5社の排水およびグアダラハラ
などの生活排水をEl Ahogadoという下水処理場にお
いて、上水と下水の中間の水質（中水）まで浄化処理
し、この排水を中水として再利用することで、工業用
水の取水量を削減することができます。

Quimi Kaoはこのプロジェクトにいち早く参加し、
将来的には中水からの再利用水のみで生産する工場
を目指しています。

④ 2026年から活動を本格開始
2026年より、13拠点において策定した目標に基づく活動を

開始しました。各拠点では、取水量削減、再利用水や雨水の活
用拡大、流域管理プロジェクトを通じた水資源保全、操業影響
や将来リスクを減少させるための管理目標の達成など、地域特
性に合わせた取り組みを進めています。

③ 拠点別の水管理目標の策定
特定した14拠点に対し、2024年から2025年にかけて、第三者ツールを用いたアンケート、

AI解析、現地担当者との対話を通じて、拠点固有の課題および流域状況を反映した「取水関連」
の目標を13拠点で策定しました。

これらの目標は、主な活動として次の4つのタイプに分類されます。
● 節水（効率改善）
● 再利用（中水・処理水の活用）
● �流域管理（地域水源の保全や涵養への貢献） 

特に、深刻な地下水枯渇地域に立地する拠点では、行政・近隣企業と協働するプロジェクト
（例：中水活用）を対象に、地域課題に即した目標を設定しています。

● 操業影響や将来リスクを減少させるための管理項目目標の達成
取水関連の社内実績の把握や目標管理・緊急対応、外部環境の把握等の点で管理項目を設

定しています。各拠点では、共通必須項目に加え、拠点の状況に応じて選択項目を加えた管理
項目目標を設定しています。
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1st STEP 取水ストレス（取水）地域にある製造拠点（14拠点）を特定。

目標タイプ：  取水　  リサイクル　  管理　  流域
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※1 生産原単位削減率　※2 絶対量削減率　※3 国際認証 : Alliance for Water Stewardship (AWS)　※4 操業影響や将来リスクを減少させるための花王共通の水リスク管理項目（必須項目を含む）の中から、拠点の状況に合わせて目標項目を選択

水リスクを踏まえた重点拠点の取水関連目標（14拠点）

④ 今後の進捗開示（2027年版以降）
2027年版レポートからは、拠点別目標の進捗状況（年度別達成状況）を毎年開示します。ま

た、気候変動の影響や流域の状況変化に応じて、対象拠点の追加・見直しも検討していきます。

⑤ 花王の姿勢
花王は、拠点レベルでの精緻な水管理と、流域視点でのアプローチを組み合わせることで、水

資源の持続可能性の実現と、地域社会との共創を一層強化していきます。

拠点番号 地域 拠点名 2030年目標 (基準年：2025年) Key Action

1

Asia

Kao Corporation Shanghai(China) 水使用量を12%削減※ 1　 蒸気・空調設備で発生したドレン水の回収率UP

2 Kao Shanghai Chemical Industries(China) 水使用量を10%削減※ 1 クーリングタワーブロー水の回収再利用

3 Kao Huludao Casting Materials(China) 生産原単位で水使用量を55%以下にする※ 1

洗浄水の回収率を95%以上にする 蒸気設備で発生したドレン水の回収率UP

4 PT Kao Indonesia Cikarang Plant（Indonesia） 管理項目※ 4目標を100%達成する 各設備へ流量計を設置し、使用水のマテリアルバランスを把握して 
節水活動を実施

5 PT Kao Indonesia Chemicals（Indonesia） 管理項目※ 4目標を100%達成する 設備毎の使用水量に応じた節水活動を実施

6 PT Kao Indonesia Karawang Plant（Indonesia） 管理項目※4目標を100%達成する 設備毎の使用水量に応じた節水活動を実施

7 Kao Taiwan Corporation(Taiwan) 水使用量を30%削減※ 1 クーリングタワーブロー水の回収再利用

8 Kao Industrial (Thailand) Co., Ltd. Rayong Plant（Thailand） 水使用量を10%削減※ 2 蒸気設備で発生したドレン水の回収率UP

9 10

Europe

Kao Chemicals Europe, S.L. Möre Plant（Spain）
Kao Chemicals Europe, S.L. Olesa Plant（Spain） 国際認証AWSの取得※ 3 蒸気設備で発生したドレン水の回収率UP、排水の再利用検討

11 Chemigraphic S.A. Madrid Plant（Spain） サニタリー水を10%削減※ 2 センサー付き水栓の設置、従業員意識向上

12 Molton Brown Limited Elsenham Plant（United Kingdom） 検討中。2027年中に設定

13 Kao Specialties Americas LLC（United States） 管理項目※4目標を100%達成する クーリングタワーを最適に制御し過度な水の蒸散を防止

14 Americas Kao Chemicals Mexico, S.A. de C.V.（Mexico） リサイクル水（中水）の利用率を80％にする
(2025年現在は45%) 地域排水処理施設と協働した排水リサイクル率UP
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ガバナンス
水保全に関連する課題や機会を適切に管理するため、年6回開催されるESGコミッティを中

核としたガバナンス体制を整備しています。同コミッティでは、KPIの進捗状況や追加の必要性
について年1回以上の頻度で報告・議論を行い、迅速な意思決定を図っています。また、外部
有識者で構成されるESG外部アドバイザリーボードが提言を行い、社外の視点を経営に反映さ
せる仕組みを構築しています。

さらに、水保全に特化した具体的な取り組みとして、執行役員（経営企画部門）が委員長を務
めるレスポンシブル・ケア推進委員会を年1回開催しています。この委員会では、方針策定、次
年度計画の立案、実績の評価、改善点の特定などを実施するとともに、これらの結果を内部統
制委員会に報告しています。

Kirei Lifestyle Planを推進するための必須知識が学べる社員向けeラーニングプログラムを
日英で作成しており、国内外の従業員向けに「水保全」をテーマにしたコンテンツを2021年よ
り日英でグローバルに配信しています。

水源別取水量の推移（百万m3）※ （全拠点）

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年
地表水 0 0 0 0 0 

半塩水・海水 0 0 0 0 0 

雨水 0 0 0 0 0 

地下水（再生可能） 9.4※2 9.4※2 9.5※2 9.2※2 9.0 

地下水（再生不可能） 0 0 0 0 0 

油汚染水・プロセス水 0 0 0 0 0 

市水 11.9 11.1 10.7 11.0 11.3 

他の組織からの排水 0.01 0.03 0.05 0.10 0.13 

※ 集計対象拠点：花王グループ全拠点（Oribe Hair Care、LLC、Washing Systemsを除く）　
※2 実績値を修正。（P176の“水使用量（取水量）の推移（全拠点）”における注釈※を参照）

放流先別排水量の推移（百万m3）※（全拠点）

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年
河川・湖沼 6.9※3 6.9※3  7.2※3 6.9※3 6.9 

半塩水取水源・海 5.7 5.0 4.9 5.2 5.2 

地下水 0 0 0 0 0 

下水道 2.9 2.7 2.5 2.7 2.6 

他の組織への排水 0 0 0 0 0 

合計 15.5 14.6 14.5 14.7 14.7 

※ 集計対象拠点：花王グループ全拠点（Oribe Hair Care、LLC、Washing Systemsを除く）　
※3 実績値を修正。（P176の“水使用量（取水量）の推移（全拠点）”における注釈※を参照）

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

レスポンシブル・ケア活動
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/sustainability/pdf/our_foudations2025-02.pdf

リスク・機会管理

 方針​
花王では「水保全」の実行にあたり、日々の業務や意思決定のガイドラインとして次の方針を

策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。
・�環境・安全の基本理念と基本方針

https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/environment-safety-policy/
・� 花王レスポンシブル・ケア方針

https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/responsible-care-policy/
・� 花王 環境宣言

https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/environmental-statement/
・� 製品開発における環境配慮の考え方

https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/eco-products-policy/
・� 調達基本方針

https://www.kao.com/jp/sustainability/we/procurement/procurement-policy/

 指標と実績

戦略 指標
実績

2022年 2023年 2024年 2025年
② 生産における水の使用量（百万m3） 20.3※1 19.9※1 20.1※1 20.1

⑥
活動レベル※1が基準※2以上のサプライヤー数
※1 �CDPサプライチェーンプログラムを活用した自社評価
※2 5段階評価で3段階以上

35社 58社 79社 85社

②⑤ 「みんなで節水」による小学校児童への節水活動
によるリーチ校数 459校 533校 587校 459校

④⑤ 節水効果のある製品※の売上高　
※ 自社基準 1,573億円 1,676億円 1,868億円 2,066億円

②⑤ 節水効果のある製品※による水使用量削減貢献量
※ 自社基準

526百万
m3

523百万
m3

552百万
m3

571百万
m3

※1 実績値を修正。（P176の“水使用量（取水量）の推移（全拠点）”における注釈※を参照）
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 管理プロセス
水保全のリスク・機会に対する取り組み状況については、下記のとおり計画策定、活動実施、

活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着実な改善を図っています。

＜全体＞
P（計画策定）

翌年活動設計（11、12月）、目標承認（2月）。

D（活動実施）
改善・推進活動（2月～）。

C（活動結果評価）
サステナビリティレポートにて活動結果報告（6月）、CDPにて活動結果報告（10月）。

A（是正）
振り返り・改善点抽出（10月）。

＜拠点＞
P（計画策定）

RC推進委員会で全社目標策定（9月）、各サイトの年次計画策定（2月）。

D（活動実施）
改善・推進活動。

C（活動結果評価）
部門内点検（6月）、 RC事務局監査、ISO14001内部監査、外部審査など（8月頃）。

A（是正）
事業場内での是正要求、ISO中央事務局による是正処置要求、RC事務局による是正措置要

求など（随時）。

 取り組み
花王では、 水保全に向けたさまざまな取り組みを行っています。これらの取り組みは、前述の

戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進されています。ここでは、
数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み

全体

① �水質の維持と 
安全な水への 
アクセス確保

水質汚染懸念物質へ
の対策

インドネシアにおける
雨水貯水システムの
普及とQOLの向上

② �水量の効率的 
利用と循環管理 拠点における3R活動

水ストレス地域におけ
る拠点別水管理目標
の設定と開示

既存節水商品の販促
を通じた普及・拡大
と、使用場面における
水使用量削減

③ ��国内外における 
法令遵守の徹底 規制遵守

製品

④ �水を効果的・ 
効率的に使用 
できる製品・技術
の開発と展開

新規節水商品の上市・ 
改良

社会インフラ（水関連）
製品の上市・改良

外部
連携

⑤ �ステークホルダー
との共有と協働

節水教育
（みんなで節水）

社会全体での水循環
への対応を進めるー

「水循環企業登録・
認証制度」への参画と
事例紹介ー

花王みらい共生財団
の2025年インドネシ
アでの水保全活動 

（インドネシアにおける
雨水貯水システムの
普及とQOLの向上）

企業広告シリーズ
「もったいないを、
ほっとけない」の発信

CDPサプライチェーン
プログラムを活用した
サプライチェーンにお
ける水保全活動の促進

水を使えない状況に
備えて（洗髪・衛生
支援）
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使用における取り組み
花王は、水資源の持続可能な利用に向け、製品ライフサイクルの中でも使用段階にお

ける水使用量の削減を重要な課題と認識しています。生活者の意識や行動に過度な負担
をかけることなく、製品設計を通じて水使用量の低減を実現するアプローチを継続的に
推進しています。

花王は、すすぎ1回で十分な洗濯が可能な衣料用洗剤 「アタックNeo」を2009年に日
本で発売。2019年には、洗浄力・消臭力・洗剤残りゼロを両立した「アタック ZERO」
を発売しました。水使用量の少ないドラム式洗濯機においても、すすぎ1回でのお洗濯
が可能です。2024年は、ニオイ戻りの原因の一つとなる「バイオフィルム」を根本洗浄し、
除菌・抗菌洗剤を超えた「無菌レベルの消臭力」を実現するものに改良しています。ス
ティック形状の衣料用洗剤「アタック ZERO パーフェクトスティック」では、粉末洗剤に
おいてもすすぎ1回を可能にしました。2024年には、近年増加している部屋干しの生乾
き臭を解消できる「アタック ZERO パーフェクトスティック 部屋干し」を新発売し、多様
化するニーズに対応しています。すすぎ1回を可能にする衣料用洗剤は、日本、台湾、香
港で提供しています。

花王は、泡に着目した本質研究により、他の製品群においてもすすぎ水を削減するこ
とに成功しています。2010年には従来品よりすすぎ水を20％減らすことができる「メ
リットシャンプー」を、2014年にはすすぎ水を20％減らすことができる食器用洗剤「キュ
キュット」を、2015年にはすすぎ水を10％減らすことができる浴室用洗剤「バスマジッ
クリン」などを上市しました。

これらの製品は、いずれも使用時の水使用量削減を製品性能の一部として組み込むこ
とで、生活者の行動変容を前提としない水削減を実現しており、花王の水保全戦略の基
盤を成しています。

使用における取り組み
地域：日本・アジア

対応する戦略：②④⑤
食器洗い行動の転換による使用段階での水使用量削減
— キュキュット ゴシゴシいらずの泡パック —

花王は、製品の使用段階における水使用量削減に向け、洗浄性能の向上に加え、生
活者の洗浄行動そのものを変えるアプローチにも取り組んでいます。その一例として、
2025年に「キュキュット ゴシゴシいらずの泡パック」を発売しました。

本製品は、シンク内の食器全体に泡をかけ、すすぐだけで汚れを落とせる設計により、
スポンジで一枚ずつこすり洗いを行う従
来の食器洗い方法を見直すものです。酵
素パワーを活かした高い洗浄力と、泡を
広範囲に噴霧できるスプレー設計により、
洗い直しや長時間の流水を抑制します。
その結果、当社従来品と比較して、すす
ぎ時の水量を約20%削減できることを確
認しています（花王試算）。食器洗いにか
かる時間の短縮に加え、使用段階におけ
る水使用量削減に貢献する新しい選択肢
として位置づけています。

使用体験の革新による新たな節水アプローチ
— ビオレ ザ ボディ 泡で出てくるボディウォッシュ シャワーヘッド —

花王は、従来の洗浄剤の処方改良にとどまらず、使用体験そのものを変えることで水
使用量を削減する新たなアプローチにも取り組んでいます。その一例として、2024年末
に「ビオレ ザ ボディ 泡で出てくるボディウォッシュ シャワーヘッド」を発売しました。本
製品は、シャワーヘッドから肌当たりのやさしい泡状のボディウォッシュを吐出する設計
により、泡立てやすすぎに要する水量を抑えながら洗浄効率を高めています。泡質制御
技術と水流設計を組み合わせることで、皮膚への摩擦を低減しつつ、従来の洗浄方法と
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比較して、すすぎ時間を平均約25%短縮、総使用水量を約30%削減しました（花王試
算）。使用者からは、「意識せずに節水できる」「快適な使い心地を保ちながら水使用量を
減らせる」といった評価が寄せられており、節水を負担と感じさせない設計が支持されて
います。

花王は今後も、泡質制御、水流解析、使用実態データの分析を通じて、使用段階にお
ける水使用量削減の定量把握と技術高度化を進めていきます。また、新製品の開発で得
られた技術的知見や検証結果を、他の製品カテゴリーへ応用することで、使用体験の革
新を通じた水削減の可能性を拡大していきます。生活者の快適性と環境配慮を両立する
製品・サービスの開発を通じて、花王は持続可能な水利用の実現に引き続き貢献してい
きます。

花王は、こうした製品設計による取り組みに加え、生活者の気づきと行動を後押しする
コミュニケーションを通じた水保全にも
継続的に取り組んでいます。2022年から
展開している企業広告シリーズ「もったい
ないを、ほっとけない。」では、今年度は、
食器洗いや入浴といった日常行動に着目
し、「使うだけで無理なく節水につながる」
製品や使い方を、SNSや動画、交通広告
など多様な接点で発信しました。これによ
り、環境配慮を特別な努力ではなく、日々
の暮らしの中で自然に選択できる行動と
してとらえてもらうことを目指しています。

花王は、化学品事業を通じて、老朽化が進む上下水道インフラの維持・更新に貢献す
るとともに、水資源の保全と環境負荷低減に取り組んでいます。日本では、耐用年数であ
る50年を超過する上下水道管の増加が見込まれており、放置した場合には道路陥没な
どのリスクが高まることから、適切な対処が求められています。

老朽化対策のひとつに、使用しない管路を充填材で埋める「閉塞」工事があります。従
来品に比べ、花王の「ビスコトップ 500K」「ビスコトップ 500HF」を用いた充填材は耐
水性・流動性に優れるため、管内に滞留していた水と混ざることなく、水を押し出す形で
効率的に充填することが可能です。

充填材で汚れた排水は産業廃棄物として処理が必要ですが、上記の性能により、その
発生量を大幅に抑制することができます。結果として、水質負荷の低減と処理負担の軽
減を実現し、水資源の保全と環境負荷低減の両立に寄与しています。

本技術は、インフラの安全性向上とレジリエンス強化に貢献する取り組みとして評価さ
れ、「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）2025」において最優秀賞を受賞
しました。

産業への取り組み（⽔インフラ分野）
地域：日本

対応する戦略：②④⑤

陥没事故撲滅に貢献する技術が「ジャパン・レジリエンス・アワード(強靭化大賞)2025」の最優秀賞を受賞 
https://chemical.kao.com/jp/topics/topics2025/news-160/
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GRFシステム設置作業：村人の協力で進む搬入・設置作業 設置済みのGRFシステム 日常を支えるGRFの水 — 手洗いや洗濯などに活用

インドネシアの深刻な水課題の解決に向け、花王のパーパスである「豊かな共生世界
の実現」への貢献を目指し、花王株式会社の拠出により設立された「花王みらい共生財
団」は、雨水収穫・浄化システムの開発やその普及活動を現地自治体と共に推進してい
るPT. Gama Inovasi Berdikari※（以下、GIB）と協働しています。同財団は、同社の
システムの普及支援と衛生知見の提供を通じて、サステナブルなライフスタイルの実現
を目指す活動「Program RAIN（Rahmat Allah untuk INdonesia=God’s blessings 
for Indonesia の頭文字）」を推進しています。

支援地域は、インドネシア国内でも特に水の確保が困難なことで知られるGunung 
Kidul県のPanggang市内にあるGirimulyo村です。2025年度は、まず同村の全戸調
査をGIBと共に計画し、フィールドワークに加えてドローンも活用した生活環境・住居
環境の調査を実施しました。その結果、日々の洗濯や水浴びなど、衛生活動に用いる生

活用水の十分な確保が難しい世帯・施設が多くあることを確認しました。
この調査結果に基づき、本年度は村内18カ所に、国立Gadjah Mada大学が開発した

雨水貯留システム（Gama Rain Filter、以下 GRF。複数の濾過システムを備え、現地住
民自身で維持管理が可能なサステナブルなシステム）を導入しました。これにより、住民
約1,000人が新たに雨水を生活用水として利用できるようになりました。

また今年からは花王インドネシアも活動に参画し、同社が有する生活者向け衛生教育
プログラム（#Kao BERGERAK）を、村内のGRF設置地域において実施しました。村長
や集落の衛生担当者と共に多くの住民の方々が参加し、ハード・ソフト両面からの支援
を本年度より開始することができました。昨年支援を行った地域を訪問した際には、「こ
れまで購入していた水の費用を子どもの教育に回すことができるようになった」など、あ
りがたい声もいただくことができました。

来期以降も、今回の調査で判明した世帯・施設を中心に支援を継続し、住民の方々の 
QOL 向上に貢献していきます。
※ Director：Ridha Nurul Azizah（ リダー・ヌルル・アズィーザ）

インドネシアにおける
雨水貯留システムの普及とQOL向上

地域：インドネシア

対応する戦略：①②⑤
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花王は、「清潔・美・健康」を通じて人々の生活の質（QOL）の向上に貢献する企業と
して、災害時や非常時においても、水を十分に使えない状況下での洗髪・衛生課題の解
決に取り組んでいます。水資源の制約が生活者の健康や心理的負担に大きな影響を及
ぼすことを踏まえ、平時からの備えと啓発を重視し、行政や防災関連施設と連携した活
動を進めています。

横浜市「はまっ子防災プロジェクト」への協賛
花王は、子どもたちの防災意識向上を目的とした横浜市の「はまっ子防災プロジェクト」

に賛同し、協賛を行いました。本取り組みでは、市内の中学生に配布される防災教材「は
まっ子防災ガイド」において、水を使わずに洗髪や清潔を保つ方法を紹介しています。

成長期の子どもたちにとって、災害時の衛生維持は心身の健康に直結する重要な課題
です。日常生活と地続きの防災行動として理解を深めてもらうことを目指しています。な
お、本協賛による具体的な反響については、今後の検証を予定しています。

東京臨海広域防災公園での啓発・販売活動
花王は、東京臨海広域防災公園において、水を使えない状況での衛生維持を想定した

「花王 水がなくても清潔セット」の啓発および販売活動を実施しました。本取り組みは、
災害時における生活者の衛生課題への対応を重要なテーマと位置づける当社の考え方
に基づき、実施したものです。

同施設は、防災への関心が高い来園者が多いという特性があり、実施時および実施後
には、災害時の生活を具体的に想定したうえで、製品に高い関心を示す来園者が多く見
られました。防災備蓄の一環として、水を使わずに清潔を保てる選択肢への理解促進に
つながっています。

水を使えない状況に備えて
（洗髪・衛生支援）

地域：日本

対応する戦略：⑤

水資源の制約は、災害時のみならず、気候変動や地域ごとの水ストレスなどを背景に、
日常生活においても人々に大きなストレスをもたらす課題です。花王は、こうした課題に
対し、水の使用量に配慮しながらも、清潔で快適な生活を支える製品や情報提供を通じ
て、生活者のレジリエンス向上に貢献していきます。

今後も、水資源の制約下における生活課題に向き合いながら、より多くの地域や多様
な状況において、持続可能な水資源の利用と衛生環境の確保に寄与する取り組みを推進
していきます。

水がない時でも清潔を保てる
4アイテムが入った

「花王　水がなくても清潔セット」
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花王は、持続可能な水資源の利用と健全な水循環の実現に向け、国土交通省などが
運営する「水循環企業登録・認証制度」に参画しています。本制度は、企業による水循
環に資する取り組みを可視化し、その実績に応じて登録・認証を行うことで、社会全体
で水循環の課題に取り組む機運を高めることを目的としています。取り組み内容に応じ
て、水循環への直接的な貢献を評価する「水量水質カテゴリー」と、人材・資金などを通
じた貢献を評価する「人材資金カテゴリー」の2つのカテゴリーが設けられています。

2025年度においては、145社が「水循環ACTIVE企業」として認証されるとともに、3
社が「水循環CHALLENGE企業」として登録され、合計148社が水循環企業として登
録・認証されました。このうち、「水量水質カテゴリー」と「人材資金カテゴリー」の両カ
テゴリーで認証を取得している企業は21社となっています。また、制度開始年度である
2024年度と2025年度の両年度において連続して両カテゴリーの認証を取得している
企業は16社であり、花王はそのうちの1社です。

花王は、2025年度も前年度と同様に2つのカテゴリーについて更新申請を行い、認証
を取得しました。水使用量への配慮を事業活動の中で進めるとともに、節水に関する教
材の提供などを通じた普及・啓発の取り組みが評価され、本制度において認証されてい
ます。

また、認証企業が集う企業連携フェアでは、来場者に配布された事例集において、花
王が推進する「みんなで節水」の活動を紹介しました。この事例集は、水循環に資する企
業の取り組みを幅広く紹介するものとして活用されています。

花王は今後も、本制度を通じた情報発信や連携の機会を活用しながら、登録・認証企
業の皆さまによる水循環に資する取り組みが着実に継続・推進されるよう、協力を継続
していきます。

社会全体での水循環への対応を進める
―「水循環企業登録・認証制度」への​
参画と事例紹介―

地域：日本

対応する戦略：②⑤
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森安 俊介 
花王株式会社 
ケミカル事業部門
機能材料事業部　エコインフラ

界面科学に基づくコア技術を応用して、土木業界へも価値を提供しています

ケミカル事業部門では革新的なソリューションを提供することによって、グロー
バル規模で顧客や産業界の課題解決に取り組んでいます。私が所属するエコイン
フラでは、社会インフラの老朽化をはじめとする建設業が抱える課題に対し、長
年培ってきた界面科学に基づいた製品を通じて課題解決に貢献しています。今回
はそのラインアップのひとつである「ビスコトップ1000CP-D」についてご紹介い
たします。

本製品は建物の重要な部分のひとつである杭を建て込む際に使用される増粘
剤です。世の中にはさまざまな杭工法があるのですが、その中の代表的なものに
プレボーリング工法があります。これは重機を使用して地盤を掘削したあと、そ
の掘削孔に水とセメントを混ぜたセメントミルクと呼ばれる液体状の材料を充填
しコンクリート杭を建て込むというものです。この工法の特徴は低騒音・低振動
で環境負荷が少なく、市街地でも適用しやすい点があげられます。

ところが地域によっては砂礫地盤と呼ばれる粒径の大きい地盤が広く広がって
いることがあります。こういった地盤で本工法を施工した場合、液体であるセメン
トミルクが砂礫を伝って周辺へ逸液するリスクが生じます。逸液してしまうとコス
トアップとなるほか、この逸液したセメントミルクが周辺河川や地下水へ悪影響
を与えることにもなりかねません。

こういった地盤での施工に対し提案している製品が「ビスコトップ1000CP-D」
です。本製品のセメントミルクへの添加により、流動性を持たせながら増粘させ
る性質を付与することで逸液を防ぐことができます。これまでに製品の提案や周
知に努めてきたこともあって、今では北海道から九州まで全国各所の物件で採用
いただくことができました。例えば、地下水保全などの条例が定められている地
域でプレボーリング工法による物件が検討されれば、本製品を扱う代理店が積極
的に提案してくださっています。また最近では井戸水を生活水として使用する地
域において本工法が検討された際、地下水への逸液を懸念された施工業者が地
域の行政や議会へ働きかけ、本製品を提案いただいたことで採用につながった事
例もありました。このような採用実績を通じて、逸液防止による経済での価値提
供はもちろん、環境面での価値提供も実感しているところです。

普段の生活では意識することはありませんが、私たちが歩く地面の地下深くに
も水が流れており、地域によってはこれが貴重な資源とされていたり生活に欠か
せないインフラとなっていたりします。こういった目に見えない部分に対しても花
王ならではの価値を提供できるよう、研究と事業部で一体となり引続き取り組ん
でいきたいと考えています。

社員の声
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社外ステークホルダーからの期待と提言

近年、日本でも渇水による取水制限や農業への影響、各地での洪水被害、PFASの健
康影響への懸念など、さまざまな水の課題が顕在化している。水量・水質・洪水・ガバ
ナンス・WASH（水衛生）など多面的な水の課題を解決するためには、上流～下流の水
のつながりをとらえた「流域」の視点が重要だ。企業の取り組みとしては、工場など企業
の敷地内の取り組みが先行しがちだが、「点」での取り組みだけでは流域の課題解消は難
しく、流域に関わる多様なステークホルダーと連携し、企業拠点の枠を超えた「面的な」
アプローチが必要だ。このような取り組みを通し、社会・文化・環境・経済の観点で公
平で持続可能な水利用管理に貢献することが国際的にも求められている。このような取
り組みをウォータースチュワードシップ（責任ある水利用管理）と言い、企業が自ら水環
境の保全に参画し、持続可能な水利用管理を推進していくうえで基盤となるものである。

WWFでは、ウォータースチュワードシップの取り組みの階層として、次の5つのステッ
プを示している：①水利用に関する意識喚起、②環境負荷に関する知識共有、③サプラ
イチェーン内でのアクション、④ステークホルダー・エンゲージメント（さまざまな組織
との連携）、⑤ガバナンスへの影響。花王の水の取り組みは、前年度と比較し、①②④の
点で前進した。具体的には、各拠点と情報共有しながら流域課題を把握し、これに基づき

「コンテクスチュアル・ターゲット（状況をとらえた目標）」の設定を進め、地域性の高い
水の各課題に真摯に向き合っている。さらに、インドネシアでは雨水貯水システムの普及
とこれによる地域の社会経済への貢献も開始された。

ウォータースチュワードシップに基づき、花王に次のステップとして期待するのは、次

羽尾 芽生 氏 
世界自然保護基金ジャパン
自然保護室　淡水グループ

ウォータースチュワードシップ（責任ある水利用管理）の実践
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ウォータースチュワードシップ（責任ある水利用管理）

Water awareness（水利用に関する意識喚起）
従業員、サプライヤー、および顧客は、世界的な水問題と淡水への
依存について高いレベルで理解しています。

Knowledge of impact（環境負荷に関する意識共有）
自社の経済活動による環境負荷やそのリスクなどの詳細な理解
を自社やサプライヤーに求めます。

Internal action（サプライチェーン内でのアクション）
内部の水利用管理を最適化しています。 水の利用の効率を改
善し、自社およびサプライヤー全体で水の汚染を削減します。

Collective Action（様々な組織との連携/協働）
他の企業、政府、NGOといった様々な立場の組織と協力し
て、重点地域の水問題に対処する行動を起こしています。

Influence governance（ガバナンスへの影響）
様々な立場の組織とともに、政府・行政と
協力して、持続可能な方法で流域を管理しています。

ウォータースチュワードシップ（責任ある水利用管理）
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の3点である：1) 状況をとらえた目標設定の自社拠点以外の領域への適用（サプライ
チェーンを俯瞰した水目標設定）、2) それに基づくサプライチェーン内での取り組みの
深化、3)現場活動/コミットメントのさらなる強化。

現状の花王の目標設定や取り組みは、主に自社の操業拠点での取り組みにフォーカス
があるが、対象をサプライチェーン全体に広げていくことが重要だ。花王は既すでに「責
任ある調達方針」を定め、サプライチェーンでの負荷低減に向けても取り組みを進めてい
る。こうした既存の活動と連動し、例えば原材料生産地の水負荷削減を行うことが効果
的だ。この際、原材料生産農園での生産改善活動にとどまらず、流域レベルでの取り組
みを期待したい。

流域レベルの取り組みは、決して一企業でなせるものではない。サプライヤーや流域
に関連するステークホルダーとの連携、さらには行政の機能・役割が果たされること（企
業も含めガバナンスへの働きかけが行われること）で達成し得るものである。

インドネシアのWASH活動などは、こうした展開の可能性を秘めている。将来的に他
企業や他団体、行政、NGOなどを巻き込んだステークホルダー・エンゲージメントと現
場課題の改善や横展開の検討など、取り組みを強化していくことを期待したい。

ウォータースチュワードシップの示す道筋は長く、5つの階層を行ったり来たりしなが
ら、時間をかけて進めていく必要がある。花王は現在、着実にこの道筋を進んでいる。今
後もさらに、サプライチェーンでの現場活動の拡大やステークホルダーとの連携の深化
などを通じて、持続可能な水利用管理に先進的に取り組んでいくことを期待したい。

昨年のご意見を受けて
花王は、WWF羽尾様からのご指摘を踏まえ、水リスクを地域課題としてとらえる

取り組みを一段進めました。2025年には、WRI AqueductやCBWTを用いた評価
により、水ストレスの高い14拠点を特定し、拠点ごとの水管理目標を策定しました。

各拠点では、地域特性やリスク状況に応じて、取水削減、再利用水・雨水活用、
流域管理、操業影響や将来リスクの低減に向けた管理項目目標など、それぞれの課
題に応じた取り組みを進めており、2026年から具体的な活動を開始しています。

また、サプライチェーンにおいては、CDPサプライチェーンプログラムを活用し、
サプライヤーの水保全に関する取り組み状況の把握や対話を継続しています。

今後は進捗の継続的な開示を通じ、流域視点を踏まえた水資源保全の取り組みを
継続していきます。
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